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まなびやカフェとは 
「まなびやカフェ」はH30年2月に開所式を行いました。毎月

第4金曜日14：00～16：00に「認知症についてまなび合う」

事を目的として沖縄国際大学厚生会館を中心に（県内初！キャ

ンパス内設置！）開催しています。大学や学生ボランティアの

協力を得ながら毎月テーマを決めて「認知症予防」や「介護体

験談」といった専門職による講話や、大学サークルによる「コ

ンサート」等を通して参加者同士で交流を行いながら認知症に

ついて「まなび」合っています。認知症の人や家族、専門職だ

けでなく「開放的な地域の居場所」として開催しているため、

地域住民誰もが参加することができます。認知症についての相

談や生活の困りごとについても相談を行っています。 

参加費は1人¥200です。出来たてのコーヒーや紅茶、ケーキや

スコーンを提供しています。カフェ気分を味わいながら認知症

について一緒にまなびませんか？ 

問い合わせ：宜野湾市地域包括支援センターぎのわん 

（宜野湾記念病院2F） 

電話：098-896-1339（島袋） 
 



 平成30年1月28日に｢脳卒中リハビリテーションと排尿障害｣をテーマ

に第4回沖縄神経リハビリテーション・看護フォーラムが開催されまし

た。当院から３階病棟看護師：「嚥下機能障害のある患者に対するアイ

スマッサージの効果」と作業療法士：「障害の理解が得られにくく県内

での就労につなげられなかった症例」の２演題を発表しました。 

教育講演①では横浜市立大学教授中村健先生による「脳卒中患者に必要

とされる急性期リハビリテーション医療」において急性期から必要とさ

れるリハビリテーション医療の重要性とその実際と効果について学ぶこ

とが出来ました。教育講演②では、東京都リハビリテーション病院、鈴

木康之先生による「臨床現場における排尿障害の病態理解とその対処」

のお話で排尿障害についてわかりやすく説明していただきました。回復

期リハビリ病棟のみならず、一般病棟でも排泄自立に向けた管理は、人

としての尊厳が守られるばかりでなく、ADLの維持・向上をもたらし、

早期退院・寝たきり患者の減少につながると思います。今後も多職種で

医療の質向上に向けて自己研鑽に努力していきます。 

 7月1日付けで宜野湾記念病院総看護部長に就任いたしました仲西壽美

と申します。これまで関連病院のちゅうざん病院、熊本県の西日本病院、

聖ヶ塔病院で勤務を行い、リハビリ看護や急性期看護、そして慢性期看護

では現代の多死社会における看取りについて考えさせられました。その経

験をもとに宜野湾記念病院の「地域の人が安心して健康に生活できるよう、

社会人としての倫理を守り、開かれた最良の医療を目指す」という病院理

念の実現に向け、患者さま一人一人に関心をよせて関わり、やりたい看護

よりも患者さまに必要な看護は何かを常に考え、看護を実践していきたい

と思います。宜しくお願いします。 

仲西壽美 

（なかにし ひさみ） 
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